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敏音知岳 山開き 登山マラソン
　6月 19 日、日差しが柔らかく涼しい天候の中、「道

の駅ピンネシリ」で山開きが開催されました。午前 9

時から行われた恒例の登山マラソンでは、町内外から

の参加者が頂上を目指し駆け上がりました。



中頓別町シェアリング研究協議会がスタート！
シェアコミュニティ構築事業

　

シ
ェ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
築
事

業
は
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

を
活
用
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
地

域
に
お
け
る
移
動
手
段
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
く
も
の
で
す
。

　

本
事
業
で
は
、
既
存
の
交
通
資

源
の
効
率
化
、
効
果
的
な
枠
組
み

の
構
築
と
〝
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
〟
と

い
う
新
た
な
可
能
性
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
交
通
だ
け
で

な
く
、
輸
送
や
配
達
、
施
設
や
空

き
家
な
ど
と
い
っ
た
「
シ
ェ
ア
＝

共
有
」
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
を

模
索
し
ま
す
。

　

6
月
20
日
に
行
わ
れ
た
第
1
回

協
議
会
で
は
、
中
頓
別
町
の
交
通

を
取
り
巻
く
現
状
を
確
認
し
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
事
業
の
進
め
方
を
検

討
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
方
か
ら
は
、
無
許
可
タ

ク
シ
ー
で
あ
る
「
白
タ
ク
」
に
な

る
の
で
は
な
い
か
な
ど
質
疑
が
あ

り
、
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は
、
「
相
乗
り
」

と
も
訳
さ
れ
、
自
動
車
の
所
有
者
・

第
1
回
研
究
協
議
会

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と
は

中頓別町 ×Uber Japan

◆ 協定を締結する髙橋社長と小林町長

運
転
者
と
移
動
手
段
を
求
め
る
利

用
者
を
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、

近
年
に
お
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
モ
バ
イ
ル
ア
プ
リ
を
通

じ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
利
用
者
が
ア
プ

リ
を
通
じ
て
配
車
を
依
頼
す
る
と
、

端
末
か
ら
位
置
情
報
が
発
信
さ
れ
、

付
近
の
迎
車
可
能
な
ド
ラ
イ
バ
ー

が
手
配
さ
れ
る
も
の
で
、
世
界
中

で
広
く
普
及
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
こ
の
分
野
に
お
い
て
米
国

のU
b
e
r
 
T
e
c
h
n
o
l
o
g
i
e
s

社
は
、

世
界
70
か
国
で
サ
ー
ビ
ス
を
手
が

け
る
最
大
手
で
あ
り
、
今
回
の
事

業
に
お
い
て
もUber Japan

の
協

力
を
得
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
地
域
交
通
の

提
案
だ
け
で
な
く
、
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
の
し
く
み
を
地
域
に
根
付
か
せ

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

左
記
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
検
討
と

運
用
の
ほ
か
、
行
政
に
よ
る
輸
送

手
段
で
あ
る
病
院
の
送
迎
バ
ス
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
、
既
存
の
地

域
資
源
の
活
用
や
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
効
率
的
な
運
用
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　ライドシェアのしくみを構築するため、国内でタクシーやハイヤーの配

車サービスを実施するUber Japan 株式会社と協定を結びました。地域の

新たな交通システム確立のため、相互に連携・協力を行います。

　協定内容としては、移動が困難な方の利便性向上、町内来訪者の利

便性向上と観光利用、町民や自家用車といった地域資源の活用、スマー

トフォンを活用した地域課題の解決といったものが主な内容となります。

中頓別町とUber Japan が協定を締結

◆ 第 1回協議会の様子

い
わ
ゆ
る
「
白
タ
ク
」
に
な
る
の

で
は
な
い
か

　

人
を
乗
せ
て
移
動
す
る
場
合
、
道
路

輸
送
法
に
準
拠
し
、
許
認
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
、
過
疎
地
有
償
運
送
と
い

う
形
で
協
議
会
を
作
り
行
う
方
法
も
あ

る
。
今
回
の
実
証
実
験
は
無
償
で
行
う

想
定
で
あ
り
、
無
償
の
場
合
、
法
的
に

問
題
は
な
い
。
運
輸
支
局
か
ら
も
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
経
営
に
影
響

が
で
る
の
で
は
な
い
か

　

事
業
者
と
の
調
整
が
前
提
に
あ
る
。

既
存
交
通
と
の
共
存
の
し
く
み
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

事
故
リ
ス
ク
は
ど
う
す
る
の
か

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
研
修
や
保
険
の

整
備
、
飲
酒
運
転
な
ど
の
経
歴
が
無
い

か
な
ど
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
リ
ス
ク

管
理
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
事
業
で
目
指
す
も
の

第
１
回
協
議
会　

主
な
質
疑
応
答

２



つながる交通　広がるまちのコミュニティ

なかとんべつライドシェア実証実験とは
　この実証実験は、高齢者や交通による不便を抱える

住民の様々な不安を、自家用車の「相乗り」による解

決を目指すものです。また、移動手段の確保だけでな

く、地域のつながりの活性化も目指します。

　実証実験のため、交通グループ会議を開き、議論と

実践を行うことで、より良いしくみを検討していきます。

ライドシェア実証実験のしくみ

ライドシェアリング利用の流れ ボランティアドライバーの流れ

１．乗車したい人は電話やスマートフォン
　　のアプリなどで配車を依頼します

２．配車依頼を受けたドライバーが
　　依頼者のもとへ向かいます

３．乗車したあとは、アプリの指示に

　　従って目的地に向かうだけ！

１．配車の依頼や情報を

　　近くのドライバーに届けます

２．都合の合うドライバーが
　　依頼者のもとへ向かいます

３．アプリが配車の希望や道順などを
　　サポートします

交通グループ会議とは
　交通グループ会議では、ライドシェアのしくみを

運用するにあたり、問題点や課題の掘り起し、解決

策の検討を行います。

　ドライバーを兼ねていただける方には、自家用車

を用いた実証実験に参加していただき、安全マップ

の作成やドライバーの教育プログラムについて議論

を重ね、中頓別町にあったライドシェアのしくみを

作り上げていきます。

　このことから、交通グループ会議や実証実験にご

協力いただける町民の方を募集します。

応募要項
・75 歳以下の中頓別町にお住まいの方

・期間　委嘱の日から検証が終了するまで

( 今年度末を目途に、次年度以降も継続を想定 )

・報酬　会議参加毎に 5,000 円程度の謝金

※　グループメンバーにはドライバーを担って

　　いただく想定ですが、必須ではありません。

会議開催
・7月から年度内に 5～６回程度開催

応募・お問い合わせ先
・総務課 政策経営室 (01634-6-1111)

交通グループ会議メンバー  大 募 集！

移動をシェア
地域の交通資源を
シェアして活用

３



４

　

6
月
5
日
、
日
差
し
が
心
地

よ
い
最
高
の
ま
つ
り
日
和
の
中
、

中
頓
別
鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ
あ
い

公
園
で
鍾
乳
洞
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
町
内
の
方
々
に

よ
る
出
店
が
あ
り
、
炭
と
網
を

借
り
て
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
バ
ン
ド
演
奏
や
中
学

生
に
よ
る
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や

砂
金
掘
り
体
験
、
ビ
ン
ゴ
大
会

な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

の
1
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

鍾
乳
洞
へ
続
く
遊
歩
道
で
は
、

野
生
の
動
植
物
が
数
多
く
生
息

し
、
見
る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
鍾
乳
洞
へ
足
を
踏
み

入
れ
る
と
、
中
は
ひ
ん
や
り
と

し
た
空
間
で
、
訪
れ
た
人
々
は

自
然
の
造
り
だ
す
芸
術
に
大
興

奮
。
洞
内
で
は
コ
ウ
モ
リ
を
観

察
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

満
開
の
シ
バ
ザ
ク
ラ
を
堪
能

　

鍾
乳
洞
ま
つ
り

　

6
月
28
日
、
役
場
大
会
議
室

で
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
ど
で
協
力
を
呼
び
か
け
、
応

じ
て
い
た
だ
い
た
町
内
の
青
年

層
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
中
頓
別
町

観
光
振
興
計
画
策
定
の
た
め
、

視
察
研
修
や
報
告
会
を
通
し
て

観
光
で
地
域
を
盛
り
上
げ
る

　

観
光
振
興
計
画

実
際
に
取
り
組
む
こ
と
の
提
案

や
意
見
を
行
う
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

翌
29
日
に
は
、
各
セ
ク
タ
ー

の
代
表
者
や
外
部
有
識
者
を
加

え
た
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
若
い
世
代
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
た
取

り
組
み
を
具
現
化
す
る
の
が
検

討
委
員
会
の
役
割
と
な
り
ま
す
。

　

両
会
議
の
中
で
、
外
部
有
識

者
と
し
て
参
加
い
た
だ
い
て
い

る
北
大
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン

タ
ー
特
任
教
授 

木
村 

宏 

氏
よ

り
中
頓
別
町
内
の
施
設
の
現
状

に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
施
設
の
手
入

れ
や
修
繕
だ
け
で
な
く
、
例
え

ば
「
30
代
女
性
」
と
い
っ
た
よ

う
に
、
誰
に
来
て
も
ら
い
た
い

の
か
、
ど
の
よ
う
な
人
物
を
対

象
に
す
る
の
か
を
明
確
に
し
て
、

そ
の
人
た
ち
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
と
の
方
向
性

を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
両
会
議
を
踏
ま
え
、
7

月
15
日
か
ら
3
日
間
、
両
会
議

の
出
席
者
9
名
と
事
務
局
・
有

識
者
が
、
中
頓
別
町
と
類
似
点

が
多
く
観
光
の
面
で
成
果
を
上

げ
て
い
る
飯
山
市
へ
と
視
察
研

修
に
向
か
い
ま
す
。

　

こ
の
視
察
の
内
容
を
広
く
共

有
す
る
た
め
、
7
月
26
日
に
視

察
研
修
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
報
告
会
で
研
修
結
果
を
共

有
し
、
両
会
議
に
反
映
さ
せ
、

中
頓
別
町
観
光
振
興
計
画
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。



５

　

6
月
12
日
、
中
頓
別
小
学
校

で
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
柔
ら
か
い
日
差
し

の
中
、
風
が
涼
し
く
、
す
ご
し

や
す
い
天
気
と
な
り
ま
し
た
。

　

数
あ
る
種
目
の
中
で
特
に
注

目
が
集
ま
っ
た
の
が
組
体
操
。

3
段
タ
ワ
ー
や
3
段
ピ
ラ
ミ
ッ

練
習
の
成
果
を
発
揮
！

　

小
学
校
運
動
会

　

6
月
25
日
、
中
頓
別
町
認
定

こ
ど
も
園
の
園
庭
で
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

朝
か
ら
ど
ん
よ
り
と
し
た
空
模

様
で
、
途
中
か
ら
小
雨
が
降
り

出
し
た
た
め
、
一
部
競
技
を
省

略
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
は
元
気

い
っ
ぱ
い
。
天
候
が
悪
く
と
も
、

子
ど
も
た
ち
の
一
生
懸
命
さ
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
最
終
種
目
の

リ
レ
ー
で
は
、
最
後
ま
で
目
が

離
せ
な
い
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
！

　

こ
ど
も
園
運
動
会

　

6
月
27
日
、
中
頓
別
町
認
定
こ

ど
も
園
で
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
主
催

「
え
ほ
ん
わ
く
わ
く
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

園
児
・
児
童
・
保
護
者
な
ど
50
人

以
上
が
集
ま
り
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

に
よ
る
歌
と
ダ
ン
ス
と
動
く
絵
本

を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お

ま
ち
か
ね
ト
ド
ッ
ク
く
ん
が
登
場
。

一
緒
に
リ
ズ
ム
遊
び
や
ク
イ
ズ
で

遊
び
、
最
後
に
は
写
真
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。

楽
し
い
絵
本
に
大
興
奮
！

　

ト
ド
ッ
ク
絵
本
キ
ャ
ラ
バ
ン

ド
の
完
成
時
に
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
保
護
者
の

方
々
は
、
カ
メ
ラ
を
片
手
に
集

ま
り
、
子
ど
も
た
ち
の
勇
姿
を

見
届
け
ま
し
た
。

　

最
終
種
目
の
高
学
年
リ
レ
ー

で
は
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
接

戦
と
な
り
、
ア
ン
カ
ー
の
最
後

の
直
線
で
は
児
童
や
保
護
者
か

ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

◆ ３段タワーの様子
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6
月
9
日
、
天
北
厚
生
園
で

救
命
救
急
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
習
で
は
、
南
宗
谷
消
防

組
合
中
頓
別
支
署
の
消
防
士
を

講
師
と
し
て
招
き
、
て
ん
か
ん

発
作
や
誤
嚥
、
転
倒
事
故
な
ど

の
対
応
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。

　

座
学
が
終
わ
る
と
、
A
E
D

の
操
作
、
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
に
つ
い
て
実
技
演
習
を

行
い
ま
し
た
。
消
防
士
か
ら
直

接
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
適
切

な
処
置
を
学
び
ま
し
た
。

天
北
厚
生
園
救
命
救
急
研
修

　

6
月
10
日
、
中
頓
別
町
国
保
病

院
で
火
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ボ
イ
ラ
ー
室
か
ら
出
火
し
た
想
定

で
、
火
災
時
の
初
期
消
火
か
ら
入

院
患
者
の
避
難
と
い
っ
た
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
消
火
や
避
難
だ
け

で
な
く
、
災
害
時
の
連
絡
体
制
や

通
報
に
つ
い
て
も
確
認
し
、
火
災

発
生
に
備
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
施
設
前
で
放
水
訓
練

と
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
火
訓
練
で
は
、
消
火
器
の
使
い

方
を
習
い
、
実
際
の
火
に
向
け
て

消
火
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

国
保
病
院
消
防
訓
練

　

6
月
23
日
、
老
人
ホ
ー
ム
長
寿

園
で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
避
難
時
に
は
転
ん
で

ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
、
慎
重
か
つ

迅
速
に
避
難
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
施
設
内
廊
下
部
分
で

煙
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
煙
の
充

満
し
た
空
間
で
は
視
界
ほ
と
ん
ど

無
く
、
反
対
側
の
出
口
に
到
達
し

て
も
ド
ア
ノ
ブ
を
探
す
こ
と
が
困

難
な
状
況
で
し
た
。
布
で
口
を
押

え
る
こ
と
、
姿
勢
を
低
く
す
る
こ

と
な
ど
、
で
き
る
こ
と
を
徹
底
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

長
寿
園
春
季
災
害
避
難
訓
練

いつかその時、緊急事態に備えて

　今年 1月、青年交流事業の一環として札幌の留学生が
冬の中頓別を訪れました。前回は、北緯 45 度しばれま
つりに合わせて行いましたが、今回は北緯 45 度夏まつ
りへの参加を中心に、全日本水風船キャッチ選手権や酪
農体験、鍾乳洞めぐりや砂金掘り体験など夏の中頓別を
満喫するツアーとなっています。

【中頓別青年交流事業実行委員会】

なかとんべつ留学生事業　中頓別体験ツアー

◆ 冬の留学生事業の写真



ダリンさんの徒然日記

file.16

Aloha Nakatombetsu! 
One question many people ask me about Hawaii is whether we eat bread or rice. 
Because we are a part of America, most people think that we eat mainly eat toast 
for breakfast and lots of sandwiches and hamburgers. But actually, did you know 
people in Hawaii also eat rice as part of our meals. Hawaii, heavily influenced 
by Asian culture and traditions, is very similar to Japan. We eat rice with 
mostly every meal of the day.  Because there are no rice paddies in Hawaii, our 
rice comes from California. This rice is called Calrose Rice. It’s sticky, just 
like rice in Japan. 
Before immigrants came to Hawaii, the original Polynesians in Hawaii didn’t have 
rice. So what did the first people of Hawaii eat, then? In early Hawaii, 
Polynesians grew taro. The taro is one of the main staples of Hawaiian food. 
People made a food called poi from the taro by mixing it with water and pounding 
it into a smooth purple paste-like pudding. Poi is the original “gohan” of 
Hawaii. Even to this day, we still eat poi with traditional Hawaiian food. 
I hope to share with you some traditional Hawaiian food someday! 

Just a note: Are you interested in Eikaiwa? Please join Eikaiwa classes held 
every Tuesday night from 19:30 in the Town Hall and Fridays from 10:30 at the 
Community Center! 

アロハ中頓別の皆さん！

　多くの人が私に質問することの一つは、ハワイの人はパンを食べるか、それともご飯を

食べるかということです。ハワイはアメリカの一部なので、ほとんどの人が私たちは主に

朝食にパンを食べ、たくさんのサンドイッチやハンバーガーを食べていると思っています。

しかし、実はハワイの人たちもご飯を食べるということを知っていますか？ハワイは、ア

ジアの文化や伝統の影響を大きく受けていて、日本にとても似ています。私たちはほとん

ど毎日ご飯を食べます。ハワイには水田がないので、カリフォルニアのお米を食べています。

このお米は「カルローズ米」と呼ばれています。日本のお米のように、粘りがあります。

　移民がハワイに来る前、原住民のポリネシアンはご飯を食べませんでした。では、ハワ

イの原住民は、何を食べていたのでしょう。昔のハワイでは、ポリネシアンがタロを育て

ていました。タロは、ハワイの主食の一つです。タロを水と混ぜて、紫のペースト状のプ

リンのようになるまで叩いてできるポイと呼ばれるものを作っていました。ポイは、ハワ

イオリジナルの「ご飯」です。今でも、伝統的なハワイ料理としてポイを食べています。

　いつか皆さんにも伝統的なハワイ料理を食べて欲しいです！

〈お知らせ〉
　英会話に興味はありますか？英会話教室を開催していますので、ぜひ参加してください！

・毎週火曜日　19:30 ～役場

・毎週金曜日　10:30 ～町民センター

７



８

家屋の取得・滅失や増改築について
　平成 28 年中に新築または増改築をして、評価を受けていない家屋がありましたら、総務課住民グ
ループ固定資産税担当までご連絡ください。また、売買などの譲渡で所有者が変更した場合や、取
り壊しなどで家屋が滅失した場合もご連絡ください。
※ 連絡がなかった場合、来年度以降も課税される場合があります。

軽自動車税について
　原動機付き自転車や小型特殊自動車を廃車・譲渡などで所有しなくなった時や、町外に転出され

る時は、総務課住民グループで手続きが必要です。

　手続きの際、ナンバープレートを返還していただきますが、盗難などで無くしてしまった場合は、

理由を記入していただきます。

　軽自動車税は 4月 1日現在に所有者として登録されている方に課税されていますので 4月 2日以

降に廃車・譲渡などされていても全額納付していただくことになります。

　年度途中 (4 月 2 日以降 ) に取得した場合は、その年度は課税されません。

※ 軽自動車・二輪小型自動車の手続きは、各所轄陸運局の担当機関やディーラー・代行業者で行っ

てください。

節電にご協力いただきたい電気製品
　照明、冷蔵庫、テレビなどを中心に、普段からお

使いの電気製品について節電のご協力をお願いしま

す。また、外出の際には待機電力の削減もお願いし

ます。

　ご家庭において夏の 20 時頃、在宅世帯では平均

で約 700Wの電力を消費しており、このうち、照明、

冷蔵庫、テレビで約 7割を占めています。

　外出中の場合でも、冷蔵庫、温水洗浄便座、待機

電力などにより、平均で約 200Wの電力を消費して

います。

夏のご家庭での消費電力（20 時、在宅世帯）

出典：資源エネルギー庁推計

照明

26％

冷蔵庫

23％テレビ

18％
待機電力

6％

その他

27％

照明、冷蔵庫、テレビで約７割

夏の節電にご協力ください

※ 待機電力：プラグをコンセントにつないでおくだけで

　　　　　　 消費する電力のことをいいます。待機電力

　　　　　　 を消費する代表的な電気製品には、テレビ、

　　　　　　 ビデオ、ステレオ、パソコン、電子レンジ、

　　　　　　 エアコンなどがあります。

税務からのお知らせ

◆ お問い合わせ　総務課住民グループ (01634-6-1111)



９

国民年金の届出が必要です
　20 歳以上 60 歳未満の方は、国民年金への加入が法律で義務付けられています。勤務先を退職され

たときは、厚生年金保険から国民年金への変更の届出が必要です。勤務先を退職された方に扶養され

ていた配偶者の方も、国民年金への変更の届出が必要です。

【手続きについて】

　・年金事務所またはお住まいの自治体の国民年金担当窓口で手続きしてください。

【手続きに必要なもの】

　・年金手帳

会社を退職された方へ

国民年金の手続きはお済みですか？

保険料の免除制度があります
　保険料を納めることが困難な場合、全額または一部 (1/4、1/2、3/4) の保険料が免除になる制度が

あります。

【手続きについて】

 ・「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」 を、年金事務所、またはお住まいの自治体の国民年金担

　当窓口へ提出してください ( 郵送の場合は事務センターでも可 )。

 ・申請が遅れても最大 2 年 1 カ月前までの免除申請をすることができますが、万一の際に障害年金

　などを受け取れない場合や退職・失業時の免除審査の特例 ( 退職された方の所得を除外して審査 )

　が受けられない場合がありますので、すみやかに申請してください。

【手続きに必要なもの】

　①国民年金保険料免除・納付猶予申請書 ( 申請書は手続き先の窓口、ホームページにあります )

　②年金手帳

　③雇用保険受給資格者証の写し、雇用保険被保険者資格喪失確認通知書など、失業していること

　　を確認できる公的機関の証明の写し

免除された期間の年金はどうなるの ? 
　・全額免除期間の老齢基礎年金額は、保険料を納めた場合の 1/2 で計算されます。

免除された保険料を後で支払うことはできるの ?
　・免除期間の保険料は、10 年以内であれば、あとから保険料を納めること ( 追納 ) ができます。

　・老齢基礎年金を受けている方は追納することができまぜん。

　・追納をご希望のときは、お近くの年金事務所へお問い合わせください。



File №252
今⽉の担当は
磯⽊由紀江さん

　

昨
年
12
月
に
策
定
し
た
健
康
増

進
計
画
「
健
康
な
か
と
ん
べ
つ
21

（
第
二
次
）」
に
は
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
こ
の
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
●「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
と
は

　

み
な
さ
ん
が
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

と
聞
く
と
、「
ス
ト
レ
ス
」「
う
つ
病
」

「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」
な
ど
の
言
葉

が
思
い
浮
か
ぶ
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

計
画
の
中
に
は
、
社
会
生
活
を

営
む
た
め
に
、
身
体
の
健
康
と
共

に
重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ
に
挙
げ

ら
れ
て
お
り
、
ひ
と
が
い
き
い
き

と
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
重

要
な
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
大
事
な
こ
と
は
、
ひ
と
り
ひ
と

　

り
が
こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
の
重

　

要
性
を
知
る
こ
と
！

　

現
代
社
会
は
ス
ト
レ
ス
過
多
の

社
会
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
や
価

値
観
の
多
様
化
が
進
む
中
で
、
誰

も
が
こ
こ
ろ
の
健
康
を
損
な
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
ろ
の
病
気
と

し
て
代
表
的
な
う
つ
病
は
、
多
く

の
人
が
か
か
り
う
る
病
気
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

身
体
の
健
康
を
保
つ
た
め
、
バ

ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
栄
養
・
食
生
活

を
心
が
け
て
い
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
こ
こ
ろ
の
健
康
」

を
保
つ
上
で
も
重
要
で
あ
り
、
心

身
の
疲
労
の
回
復
と
休
養
を
加
わ

え
、
健
康
の
3
要
素
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す

　

十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
ス
ト
レ

ス
と
上
手
に
付
き
合
う
こ
と
は
こ

こ
ろ
の
健
康
に
欠
か
せ
な
い
要
素

な
の
で
す
。

●「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
は
、
脳
の
働

　

き
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
！

　

身
体
の
病
気
の
診
断
は
、
血
液

検
査
な
ど
で
客
観
的
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
う
つ
病
な
ど
の

こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
本
人
の
言
動

や
症
状
な
ど
で
診
断
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
こ
ろ
の

病
気
に
伴
う
様
々
な
言
動
や
症
状

は
、
脳
と
い
う
臓
器
の
働
き
の
低

下
に
よ
っ
て
出
現
す
る
と
言
わ
れ
、

現
在
、
脳
の
血
流
量
を
図
る
検
査

な
ど
、
よ
り
客
観
的
な
診
断
を
目

指
し
た
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

●「
こ
こ
ろ
の
病
気
」
の
正
し
い
知

　

識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切

　

誰
も
が
こ
こ
ろ
の
健
康
を
損
な

う
可
能
性
あ
る
と
お
話
し
し
ま
し

「中頓別町こころの相談」開設します！

た
が
、
ど
の
よ
う
に
対
策
す
る
と

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
自
分
自
身
が
こ
こ
ろ

の
不
調
に
気
づ
き
、
適
切
に
対
処

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
こ

ろ
の
不
調
や
悩
み
を
抱
え
た
時
に
、

気
軽
に
相
談
す
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
な
の
で
す
。
し
か
し
、
全
国

的
に
見
て
も
、
医
療
機
関
を
受
診

し
た
り
、
精
神
科
医
に
診
療
を
受

け
た
り
す
る
割
合
が
少
な
い
と
の

報
告
が
あ
り
ま
す
。「
精
神
疾
患
」

「
精
神
科
」
に
対
す
る
偏
見
が
大
き

い
こ
と
が
原
因
の
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
個
人
と
い
う
よ
り
は
、
地
域
・
社

会
の
問
題
と
言
え
ま
す
。

　

併
せ
て
、
周
り
の
家
族
や
職
場

の
同
僚
が
こ
こ
ろ
の
不
調
に
気
付

く
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
こ
こ
ろ
の
病
気
、

精
神
疾
患
に
つ
い
て
の
正
し
い
理

解
を
深
め
、
偏
見
を
な
く
す
こ
と

で
、
悩
ん
で
い
る
方
が
、
早
期
に

専
門
家
に
つ
な
が
り
、
こ
こ
ろ
の

健
康
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

●「
中
頓
別
町
こ
こ
ろ
の
相
談
」
が

　

始
ま
り
ま
す

　

町
で
は
7
月
よ
り
、
名
寄
で
こ

こ
ろ
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
、
あ

べ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

阿
部 

惠
一
郎 

院

長
、
近
田 

悦
子 

精
神
福
祉
士
に
よ

る
こ
こ
ろ
の
相
談
を
開
設
い
た
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
相
談
で
き
ま

す
が
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

１０

中頓別町こころの相談
 7月12日(火) 10時～12時

 8月 9日(火) 10時～12時

 9月 6日(火) 10時～12時

10月 4日(火) 10時～12時

11月15日(火) 13時30分～16時

 3月14日(火) 13時30分～16時

◆場所　中頓別町保健センター

◆内容　こどもおねしょ、発達に

　　　　関すること、不登校、ス

　　　　トレス、うつ、アルコー

　　　　ルのトラブル、物忘れ、

　　　　人間関係の悩み、その他

　　　　こころの健康に関するこ

　　　　となど

◆問い合わせ先

　地域包括支援センター：6-2003

　保健福祉課保健師　　 ：6-1995



１１

※ 読みたい本はありませんか。　図書室にあるリクエスト用紙に記入し担当者にお出しください。
 【お願い】図書室から借りたままになっている本はありませんか？
　　　　　休館日に本を返却される方は、玄関横の返却ポストをご利用ください。

今月の新刊 ( 6 月 20 日現在 )

注目の一冊

『
ゴ
リ
ラ
の
お
と
う
ち
ゃ
ん
』　

著
：
鈴
木
ま
も
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
版
：
こ
ぐ
ま
社

　

の
ん
び
り
お
昼
寝
中
の
ゴ
リ
ラ
の
お
と
う
ち
ゃ
ん
。

そ
こ
へ
、
か
わ
い
い
ゴ
リ
ラ
の
子
ど
も
が
や
っ
て
き
て

「
な
あ
お
と
う
ち
ゃ
ん
あ
そ
ん
で
～
や
」
「
な
ん
や
ま
た

か
い
な
」
。
読
ん
で
楽
し
い
、
や
っ
て
楽
し
い
、
か
ら

だ
遊
び
の
絵
本
で
す
。

『
颶
風
の
王
』
著
：
河
﨑
秋
子 

出
版
：K

A
D
O
K
A
W
A

　

馬
も
人
も
、
生
き
続
け
て
い
る―

―

。

　

東
北
と
北
海
道
を
舞
台
に
、
馬
と
か
か
わ
る
数
奇
な

運
命
を
持
つ
家
族
の
、
明
治
か
ら
平
成
ま
で
６
世
代
の

歩
み
を
描
い
た
感
動
巨
編
。
酪
農
家
で
も
あ
る
新
人
が

お
く
る
北
の
大
地
の
物
語
。
三
浦
綾
子
文
学
賞
受
賞
作
。

児童書 一般書

6
月
16
・
23
日　

小
学
校
に
て
読
み
聞
か
せ

　
　
　
　
　
　
　

文
庫
入
れ
替
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中頓別ふるさと会からの寄附金を活用し、
ふるさと文庫として図書を購入しましたの
で、その一部をご紹介します。

幼児向け　　『ぼくのたからもの』

　　　　　　『はっきょいどーん』

１年生向け　『みずたまのたび』

　　　　　　『むねがちくちく』

２年生向け　『カボチャのなかにたねがいくつ？』

　　　　　　『だいすきなマロニエの木』

３年生向け　『ダンゴウオの海』

　　　　　　『あまのじゃくにかんぱい！』

４年生向け　『２分の１の成人式』　

　　　　　　『お昼の放送の時間です』　

５年生向け　『大津波のあとの生きものたち』　

　　　　　　『北国からの動物記 エゾリス』

６年生向け　『生きる 劉連仁の物語』

　　　　　　『イスタンブルで猫さがし』　　

中学生向け　『コービーの海』

　　　　　　『きみ江さん ハンセン病を生きて』

一般向け　　『骨風』

　　　　　　『神さまたちの遊ぶ庭』
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6 月 1 日～ 6月 30 日受付分

（公開にご了承いただいた方のみ

  掲載しています）

戸籍だより

■昨年の７月から、今の広報なかとんべつのロゴに変更しました。ちょうど

１歳を迎えます。かわいいものです。あと何年使用されるのかわかりません

が、10 年でも 20 年でも使ってもらえるとうれしいです。その反面、別な担

当者に変わった時に、印象がガラッと変わるロゴになるのも楽しみですね。
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【スリッパカメラマン☆】

人のうごき
（平成28年 6月30日現在）

　　世　帯　　907(-8)

　　人　口　 1,791(-6)

　　　男         885(-1)

　　　女         906(-5)

　 　　　(　) 内は前月対比

おくやみ
字岩手　 菊地 キミさん　
　　　　 （86 歳 6 月 8 日）

字中頓別 姉歯 チヨさん

　　　　 （90 歳 6 月 20 日）

字中頓別 齋藤 トミさん　
　　　　 （93 歳 6 月 22 日）

字松音知 後藤 としさん

　　　　 （90 歳 6 月 24 日）

オリジナルフレーム切手
「四季の織りなす奇跡の絶景 みなみ宗谷」販売記念 贈呈式

◆ 中頓別郵便局 高山局長から小林町長へフレーム切手が贈呈されました。

うぶごえ
字敏音知　姉歯 晄大くん　
 （哲也さんの子 6 月 15 日）

こうた


